
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今年度最後の授業参観と学級懇談会（1、３、5 年）  

13日（木
もく

）に１、３、５年生
ねんせい

の今年度
こんねんど

最後
さ い ご

の授業
じゅぎょう

参観
さんかん

と学級
がっきゅう

懇談会
こんだんかい

を実施しました。各学年
かくがくねん

とも、

今年度に取
と

り組
く

んだ学習
がくしゅう

のまとめとして、できるようになったことや手話
し ゅ わ

教室
きょうしつ

などの福祉
ふ く し

学習
がくしゅう

、

王寺町
おうじちょう

について学
まな

んだことなどをそれ 

ぞれ発表
はっぴょう

しました。授業後
じゅぎょうご

には懇談会
こんだんかい

 

も行いました。多数
た す う

の皆様
みなさま

にご参加
さ ん か

いた 

だき、ありがとうございました(^-^) 

 

 

 王北通信 

 

王寺北義務教育学校を『あいさつとありがとうのあふれる学校』に 

 

    今年度最後の授業参観と学級懇談会（２、4 年） 

14日（金
きん

）は２、４、６年生の授業
じゅぎょう

参観
さんかん

と学級
がっきゅう

懇談会
こんだんかい

。２年生は生活科
せいかつか

、４年生は将来
しょうらい

の夢
ゆめ

やなりたい自分
じ ぶ ん

について、どちらも生
う

まれてからこれまでのことを振
ふ

り返
かえ

る学習
がくしゅう

発表
はっぴょう

でした。誰
だれ

もが決
けっ

して一人
ひ と り

で大
おお

きくなったのではないことを感
かん

じてくれたことでしょう。 

 

前号で紹介した３年生の紙版画。刷り上がっ

た元気いっぱいの素敵な作品が多目的スペー

スに。参観で見ていただいたことと思います。 
https://www.town.oji.nara.jp/kitagimukyo/communication/9787.html 

 

令和 7 年 2 月 25 日 第 41 号 

     6 年生の前期課程最後の授業参観で…… 

６年生にとっては、前期
ぜ ん き

課程
か て い

の最後
さ い ご

の授業
じゅぎょう

参観
さんかん

となりました。全員
ぜんいん

でおうちのみなさん

へ、これまでの感謝
かんしゃ

やこれから自分
じ ぶ ん

たちが大切
たいせつ

にしていきたいこと 

について呼
よ

びかけました。そして合唱
がっしょう

、合奏
がっそう

を。一人
ひ と り

一人が６年 

間
かん

でこんなに成長
せいちょう

したというメッセージでもありました。保護
ほ ご

者
しゃ

 

の皆様
みなさま

には感慨
かんがい

ひとしおのものがおありだったのでは(^-^) 

習得期の節目の式典「10 歳の集い」を行いました 

第
だい

１～４学年
がくねん

の習得期
しゅうとくき

を終
お

える節目
ふ し め

の式典
しきてん

として「10歳
さい

の集
つど

い」を体育館
たいいくかん

で行
おこな

いました。これまで学
まな

んできたことや、10年間
ねんかん

を振
ふ

り返
かえ

ってお世話
せ わ

になった人々
ひとびと

への感謝
かんしゃ

、これから頑張
が ん ば

っていき

たいことなどを一人
ひ と り

一人が心
こころ

を込
こ

めて伝
つた

えました。前日
ぜんじつ

 

の１度
ど

だけのリハーサル。４年生のみんなに声
こえ

を前
まえ

に出
だ

 

すつもりで、しっかりと気持
き も

ちを伝えようと話
はな

しました。 

聞
き

くだけでなく「はい」と返事
へ ん じ

もしてくれたみんなです。 

当
とう

日
じつ

の発表
はっぴょう

は、そんな気持ちがおうちにみなさんに十
じゅう

 

分
ぶん

に伝わったことだと思
おも

います。よく頑張ったね(^-^) 

私
わたし

も大好
だ い す

きな４年生のみんなへ、精一杯
せいいっぱい

のメッセージ 

を贈
おく

りました。みんなに出会
で あ

えたことは、私にとって大
おお

 

きな大きな幸
しあわ

せです。本当
ほんとう

にありがとう。５年生でも、 

よきリーダーとしてさらに素敵
す て き

な学校
がっこう

を、そして素敵な 

学級
がっきゅう

、学年
がくねん

を仲間
な か ま

たちとつくっていってください。 
 


